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駿化物高温超電導材料に関する

日中シンポジウム開催

本IV会 中 国科学院主他、科学技術庁金属材料

技術研究所後援によウ標:こ月中シンポジウムカt、

19,9年 4月 |,岸■111ローいつ【1張詢科瑚 研

究交流センターでm構 された。

中国側からは李林中国科学院北京物理研究所救

技を団長とすな13名が研究発表者として来日し、

日本側からも13名●F研究発表を行なった。(招待

緋演者ノスト参照)

①電子顕微髄規察 ② 電気的性質 ③ 弾性 ④

合成 ⑤ 蒋藤 ⑥ デパイス ④ 練材化の26綱|の

学Tr発表があり 28間 の参加者は 116名に達

し、プログラム外として 5名の若手研究者による

準備討論8加わり、 このシン求ジウムを一層盛う

上1アることとなった。

酸化物高温超電導に関する研究は、発見当初か

ら日中面国で極めて盛んであったが、相互のヨミ

ュニケーションに欠けるうらみがあつた。

今回のシンボジウムでは 日 中両国f同 時進行

中の研究が数多 く報告され、熱のこもったnt諭が

行なわれた。

特に、Bi系 にSbを 加えるとTcが 130K以 上

に達するという研究については、飛び入 りの形で

発表があり、研究者の間で直接意見の変換の出来

た煮義は大きかった。本シンポジウムは全体 とし

て、日中間の研究焚SPlに大きな貢献をしたものと

思われる。

シンボジウム終了後、中国線l参加者は科学技術

庁金属材料技術研究所 無 機材質研究所、三洋電

気つくば研究所、文部省高エネルギー物理学研究

所、日立電線金属研究所の見学を行なつた。

◎ 中国側招待講演者 ,ス ト (年令順)

李 林   中 国科学院耳ヒ京物理研究所 教 授

工業算  面 京大学物理系 教 授

tF素押  中 国科学院上海指金研究所 教 授

梁敬魁  中 国科学院北京物理研究所 教 授

職遠束  北 京大学物理系 教 授

林 尉   長 沙ll治研究院 高 級工程師

通思賢  中 国科学院北京物理研究所 教 授

陳光甲  中 国科学技術大学物理系 幾 援

周釣銘  中 国科学院北京物理研究所 副 教授

真暁祖  西 北有色金属研究院 高 級工偉師

李 元   高 京大学物理系 長け教授

二世光  北 京大学物理系 博 士

厳易時  中 国科学院北京物理研究所 助 理研

究員
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◎EI本側招待講済者リスト (発 剰幅)

積日1 隆吉  H,科 学技術交流協会

Ⅲ川 龍 一  T411庁 金属材料技術研究所|

田中 H召二  東 海大学     .

大刀川木二  東 海大学        ‐

颯内 寮 雄  科 技庁年機材質研究所

飯島 澄 雄  口 本電気 (林)

十倉 好 組  東 京大学

家  泰 弘  東 京大学

問瀬 正 一  九 州大学

前田  弘   科 技庁金属材料技術研究所

前野 幹 大  京 都大学

伊原 英 雄  通 産省電子技術総合研究所

坂束 尚 周  京 者い大学

Jwil 恵 一  科 技庁金属材料技術研究所

糸i崎 秀 夫  住 友竜工 (株)

川逆  削   日 立B.作所 (株)

十日 家 成  筑 波大学

戸'卜■=正   科 技庁金属材料技術研究所

をお こ のシラボジゥム開催にぁたっては、財

回法人うくば科学万博記念財回よう国際シンボジ

ウム開催支援事業の一環 として補助金の援助を受

2

3 三 井金属鉱業(株) 4

5 住 友重機工業 (株) 6

けた。

また下記の 16社 の企業からヽ

てご寄付のご協ガをいただいた。

萌催援助金 とし

印頂不同)

日製産業(林)

担船子(株)

三菱倒属(株)

古ギ可電気工業(株)

三菱重工業(林)

日立電線(株)

シチズン時討(株)

(株)ヤト戸製鋼所

1 (株 )東芝

7 日 本鉱業(株)

15 二 ・I冠職 (株)

8

9 新 日本製鉄(株)  lo

ll 住 友電気工業(株) 12

13 安 川電気製作所(株)14

16

酸化物高温超電導日,ィ ィドジウム参加者集合写真 i最前"1左から胡煮輝上海冶金研教授

本刀|1恭二東海本教授 十五業算商京大教授 橋 日隆言本協会会長 t李林北京物理研教授 ,

に一金材研所長 小 川志二査務研部草 み宮蒼を"査 材研所究員遭忠賢北京物理研教妥 中 ブll
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野上基金第 2回 中国人留学生研究奨励金

受 賞 者 の ↓ゴ
Ｌ

こ
＞
」

lrr上茂吉郎記念交流基/1S(通称trl上基金)第 2

に留ヤ生,i究奨励金については、 7名 の優れた留

学生の推練があり、審査の結果全員に贈呈される

こととなった。(会報第 58号ね載)

以 下は、 tl会あてに届いたそ貿賞者の喜びのこ

とばである。(受賞順 原 文のまま)

◇ ― 一一 ◇―――― ◇

研 究奨励金 を受

このたび 私 は野上注古郎常ご念究流水命"'究次

助虫を受賞 した。日本へrt7学してわらの私のfl究

成果を評価されたので、大変うれしくLPいます。

先す夕,いな放励を与えて下さつたtF川生す会長 と

nHコ科学性術焚iれれ会の世職に想朝!致します。

光陰大のどとし、私は京都大学防災研究所微小

地既掬i円へ勉強に来てから約 2午 経ちました。初

めに研究室の布末迎パーテイーで岸本先生及び1じの

方々がliされたltB符の言疎をまだ覚えています。

研究室は良い条件にはまれているので、私の研究

は順調にすすんでいます。TT究上のい'ほが現われ

た時には、先生 と皆様が助言を与えて下さいまし

た。時々の研究成果を研究室でVFK告して 皆 様に

熱,いにおi論 してもら,ま した。資料のn4析力ら論

文の14正まで 私 はいつで も尾池先生の貝剣な指

単を頂きました。今度の受賞は全 く先生 と甘様の

培導に帰すると思います。ここに私の研究に始終

御指導御鞭能を賜つた岸本リヒ方先生 と尾池和大先

生にいかちおイし中 し上げます。ヽ`つヽお世話にな

った渡辺邦彦様、■内文湖4Tと多 くの方々に深 く

感謝いたします。私はこれをきつカトけに、これか

らもっとよく研究をして頑暖つています。

賞 した感想

京都大学防災研究所初修 員 徐 紀 人

IL在の日本竹学中に、私はll震キ平Plに関する

夕くの新しい知]織を抑付しただけでなく ‖ 本科

学外の良い学瓜も学びました。学会と防災研,究所

+会 にも 研F究室の政nT会にも l rT西部におけ

る応力場について折しい対米をZ/F求するとき、体

心な鵡論をもたらされました。lrしい御制識 と質

問をたくさん提出1してく'■ました。これらが私の

,F究を深めることに大変役に立っています。この

良い学Ilを我が国f発 賜されると、FIの科学技術

の発展を促進すると思います。

中国では 棚 出流長
Ⅲ

という言求をよく使って

中日両国の文化と科学技術交流をlF■えています。

これは中日両国の往米の長い歴究だけでなく 現

在[将来にも続けてゆく意ntを合めています。現

在、尾lH教授は中国と共同地震研究を行なつてい

て、また 日 中合同地震学会大会を提「昌して 今

年の5月に北京で性することを予定しています。

私も中日前日のオ1学技術の交流に積極に参加する

つもりです。中日干+学技術の交流を 持 に地震学

の交流を行なつた先輩の業績を拡大するために

微力を尽 くしてゆきたいと思っています。
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研究奨励賞を受賞 して

東京大学大学院生 呂  斌

このたび、第 2世 野上茂吉郎記含交流基金研究  市 の多心型構造 と高次元機能の感力を深 く体感じ
堤励賞を受賞 して 大 変嬉 しく光栄に思っている。 た が、我が中国にとって FHL在、何 と云っても
また、立派な表彰式にお招 きいただき、さらに続  経 済の発展力す一番大切であると思 う。そのため、
日会長先生をはじめ 日 中本1学技術交流協会の甘  日 本における高度経済成長期以来の大規模な工業
様からど漱励をいただき、誠に感激に埴えない。  地 域FS発の経験に基づき 経 済発展の各段階にナサ

特に、この栄誉なる受賞に当たつて私の研究に終  応 する■業開発地域の計画原単位 (基準)に 関す

始適切なご1旨導ご鞭控を下さつた思rTの川よ秀光  る ,F究をほ目として‖士論文をまとめているとこ

教授にいからお礼を申し上げる次第である。    ろ である。今の中国では、ェ業をⅢt とヽする大規

れ|に北京を離れ、中コ政府派避留キ化 として日  棋 なlt班‖1発おょび大割Ⅲ市の再,開発がおまったと

本へやって来たのは 1985■のこと。またたくい1に  こ ろで 抑 市許r山の分Irlを見ると、 ち ょうど郎fi

4年 阿近 くがたつてしまった。今度の受賞|よ私の  マ スタープランのラッシュの時対 と言えよう。私

田木でのPF学■対"!終わる数力月村iのことであつ  の 和F究は中に|でこれからの地域川発 と大都市のPF

た。                       ll発 のi山 に役に立つものとづなく信じている。

)は 人4:の軒,卜「であり こ ,■をもつことによ   程 、は今度の受賞を契紙に、学|けの側而iでもっと

ウ活力を与えられるものと信 じている。子供の頃、 進 歩するようにlrl収つてぃきたぃと望んでいる。

紙つかの,ヤ ンを持っていたが 大 学を卒業 して  ま たこれから 中 R科 学技術の変lれ、llに細Ⅲ市計

から1卜市,口 に対する興1床が4tまれてきた。人岡  田 分野での変流に発展のために微力を尽 くしてい

のはかな、美しい生活の場をつくることが私の夢

になつた。日本に来て、自分の印ド1の関係で、L

外の最先端的大者L市穴京の生‖空間のlJI成に好奇

心を向け 特 に活気におれた1い市市ll t油足して

平穏にネらしている束京人の姿をみて、天京大部

◇ ― ◇ ―
◆

研究奨励賞を受賞 して

野_に茂吉郎記合交流基金研究奨励金を受賞いた

しましたことを 非 常にうれしく思うております。

ここで、野上先生のご道族およびlH日会長をはじ

め日中科学技術交流協会の諸先生方に心からお礼

を申し上げます。また、ご指導をいただいた東北

大学教授江村超先生 とユニオンエ業株式会社技術

きたt とヽ思う。

最後に、 こ の受賞は 大 京大学在学中、夕方M

の方々の しヽあたたまるlk allの賜で もあり、甘lllに

厚 くおイし申しJJする次第である。

束北大学大学院生  鐘  リヒ偉

顧門口同忠美先生に厚 くお礼を申し上げます。

1980年 私は中国政府派遣の第 1加 の宮■生 [

して日本に参 うました。日本の大キ t大学院で勉

学 研 究をいたしました 9年 間の問に、数えtT」れ

ないほど、学内外の多くの口本人の先生方と友人

の増様から、ご指導 とご協力 ご 助力をいただき
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ました。誠に あ うがた く存じ 感 alしておりま

す。

私ども留学生は、勉学 と研究のために 日 本に

やって参 りました。大学で一生懸命に勉■ 打 究

に励むことは 私 どもの務めです。 したがちて努

力して少 しで もいい研究成果を警げたとき、また

その努力と成果について認めていただ くことがで

きたとき 非 常に喜びを感 じます。 し力し、研究

者として私はまだまだ一年■です。これ力らも、

一'マの努力をして多 りたヽと存じます。商先生の

方々からのごす常事をよろしくお廠い中し上げます。

中Jと 日本は 大 世″ら猟んに文化などの央iれ

を行なつてきました。現在、 多 くの中国人科学■

が日本の料学技lIなどを学んでおります。この学

んだ日本の科学技術を中国にどう生かすかは 大

基禄講塀搭造3奎 'を il昌 あ畳森ぞ唇告轡:借

ヽろいろな工夫をして国作 うを推 し進めるべきだ

と思いますも

私の祖国の中回は、 ま だ発展途上国 t‐す。これ

から、経済発展のために 各 国 との干学技術の灸

流とれ力 11互 理1子 友 lF7関係の増進が非常に大

Ⅲです。強いて言えば |」外の繁栄 t平和のため

にもなうます。私は 日 本での勉学 研 究の成果

を生かして 中 Jの 近代化のために ま た 中 H

両 Jの 友好 とlU互の経済発取のために 全 力を尽

くして参 りたいと存 じます。

◇―一 ◆ ―― 一 ◆

研究奨励賞受賞にあたつて

この度、H ⅢⅢ学技術究iれれ会から野_ヒ焚材tぷ

金の'r究装lll拭を頂き ま ことにlL栄に思います。

lrr日会長をはじめ 野 ■大人と交流 協会の世 l々l

および中」大ftaFのlP滞駅様に い から感謝を申

し,tlます。今いの受賞にあたつて 慰 恕 といつ

ても、わたしはもしろこの場を付 けてよだん考え

てぃることを述べようと河います。

留ヤ■ として日本の何を学びたいのか ? こ の

質PH3にメJして多分日本の先進的な雄i斉管理システ

ムと科学技術をキびたいと答える人が多いかと思

います。だ力` わ たしは古しろそれようもll木的

なところ―― 日本人のJIJ勉な精ⅢⅢをます最初に学

ぶべきではないか と考えています。

tま 、中国は経済予科学技術などの面で日本に

遅れています。それは何故でしよう力?わたしは

ときとき自分のこの日で日本を見 自 分の国と比

峻して解答を求めようとしています。日本は国主

が狭く 自 然資源もほとれどありません。,す し、

東京大学大学院生  李  日 平

日本人は一J:懸命に仙 くことによって叫かな田を

作ってきました。経済大士になつた現在でさえ、

H本 人はrl lJの不利な自然矢打1を‖にヽ輸 し 今

後の世外情勢の変化しじセ 配 'ながら ll勉 にlI

き統けています。これに対 して、中国人は今まで

はあまりにも '地大物H、 資源J宮 」 という言架

に門|いし'■てしまっていたと思います。挫業に利

用できるJI地の少なさ口膨大な人日のアンバラン

スをかたうかす L_治通Ta lとFTH争を行なつてばか

,い ました。これは中国が日本に立ち遅れている

つの原因だ と考えられます。ですから わ たし

たち宵■生は日本に(る 脚或は将来中ヒにりやった

後 ま ず隣の日本の方々に見ならい、dll勉にfI力`

なければならないと思います。

物理学を勉強し 毎 日忙しく実験室で研究を統

けているわたしには、この短い思想を言くことも

大変でした。問述いがあつたら、■容赦下さいb
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感受

今度第2回野上基atT究 奨励賞を受賀でき、誠

に喜びにたえません。中国人留学生の学問進歩の

ために力を尽 くして下さつた日中科学技術交流協

会及び長年に波つて終始親切に指導して下さつた

仁木克己 HHI久津秀雄両先生に心力ら感謝します。

私の研究対象は生体内の呼IIR鎖にある電子lI達

系である。生体内でも日常生活に見られるよラに

構々な反応メ行なわれている。これらの反応の中

に電子授受を含む反応もある。呼吸鎖にかる反応

は殆ど■子校受反応であり、他のと体反応と同じ

ように多くの酵繁加媒のもとで行なわれている。

生体内部の反応は酵寮との係わりをもつため 4L

体外部の反応に比べわかりにくいのである。

などなら、酵素の多くはよ白質である。賃白4

と言えばその構造 ・機llLについてわかつているも

のはきく一部にすぎない。それ故、電子伝達系の

反応機ll■を係明するために、 ます電子l.赳蟹白質

のllf造を調べる必要がある。しかし、雷白質の多

くは分子量数万もある巨大分子で、分離 精 製す

るだけでも困難なことであり、生理活性状態でよ

白質の構造を正41Tに決定できないのが現状であ

る。 こ こfは 私は色々な分析方法を使い、絶メ寸

横浜国立大学大学院生 沌 可 君

嫌気性の硫酸塩還元菌の中から抽出された電子伝

達蟹白質シヽクロムC2を 調べた。ちようど盲人

は家"す見えないので、算をさわつたり、足をさわ

った りして全体像を想像するように、この賃白質

の_~く一部の性質を調べた。

このように載に部分的な仕事で、野上基金奨励

賞を受けたのは本当に夢のようである。

しかに、 と にかく、これをきっかけに今後 も自

分の努力 と知恵をしばつて研究を続けて行 くlrFえ

である。

出後にこの 2～ 3年 に、中国から来日する学生

は誓 しく増えて来た。これに伴 う問題 も表面化 し

て来た力4、このような時に、中国人宙学生向きの

この奨 ll賞メfき たこと自体、我々にとって切報

であるばかりでなく、肝,じヽな研究生活を続けて行

ける現気を,え てくれるものである。また多くの

留学生に、 日 本fよ く勉強するようにと方向づけ

るll営 もしている。この意味で こ の奨励賞は極

めて積極的なものであう、留学生にとって不可欠

をものである。このような奨励貨が沢山fき ては

しい。

◇―一―― ◇― ◇

研究奨励 賞を受賞 して

このたび第2回野上基金中国留学生研究BFH励金

を受賞して 大 変光栄で、喜びにたえない。そし

て、12月の受賞式にて野上工子夫人にお目にかカ

って 深 い思銘を受けた。受賞に際して、研究面

でお世話になつている思師の鈴木増雄先生に感謝

東京大学大学院生  古 月 暁

の意を表 したい。また、香査の先生方 橋 日会長

をはじめ、協会の曽さんにお礼を申し上げたい。

私が日本に来たのは、 8年 前の昭和 56年 だっ

た。日本最高の鞠千である東京大学に学部学生と

して入学fき て、嬉 しかった と同時にこれからの
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勉強の大変さも心配だった。価蚊ならばt我 々は

日本人学生がみんなパスした共通一次試残や東大

の二次試験を受けずに 東 大に入ったからだ。

当時、駒場にある東大教差学部が我々四人の留

学生に一人のテユータをつけてくれた。その先生

は物理学教授で 私 の専F」が物理学だ と問いて

きつそく束大の二次試験の物理の問題を和、にみせ

て、これは分かるかと丹ねた。あの問き方からし

て 門 堪がllrけるよりも 問 題の意味ボ分かるか

どうかが,じヽ配だつた。確蔑されたとは思わなりっ

たが こ れ力`ら日本人の学生 といつしよにlt」強 し

ていこうとの対気込みがあつた私はシヨッタをは

じたと11中に、け しかつた。あlLから+々 8年間

経った力i このことを忘れたことう1なかつた。こ

のことをいつも順に入れて 私 はがればらんとい

かん 絶 対にいい和1究を|る ぞと発は してきた。

大学陀 c‐の研究は順調に進み、研究成果が次"ら

次へ L出 ているし 研 究のレベルは日本人の大学

院生にひけをとらない。研究者 として1ま こ れ以

上嬉 しいことはない。rs 私の先輩や後輩驚デこ

の奨励金をもらつたり、あの光学生をも,ったり

しているのを身近に見て や は'表 ましく思つて

しまう。ちようどその時野上基金の奨励賞募集が

あって 先 生にいわlLて、応募した結果 な んと

受賞してしまった。嬉し(b今 回の野上基金jZ励

蛍受賞をバネにして、気持ちを新たにして 研 究

に励み 口 中間の手け 技術交流に力を尽くすこと

を誓う。

最後に野上基金が今後よ)多 くの在日中コ留ヤ

`1に研究奨llj金を与え、 ますますfF成のある賞に

なることをおtFりして、私の慰想に付たさせてJH

きたい。

◇ ―一一一 ◇ ――十一 ◇

研 究奨励賞 を受 賞 して

n,午木 私 の 5年 半留学J:活の最後の出来Ⅲ と

して lr i茂 吉郎IE合変流基金研究梁励拭を受賞

致 しまして 大 変贈 しくUい ます。

■賞がきつかけとなつて 私 は将来のこと 14

にこれがらの交1市のことについていろいろと考え

ました。科学技術の交流 というのは互いに give

and take 互 いに提携 して発展 していくことだ

と思いますが 私 が車攻 しているオプ トエレクト

ロニクス分野において日本は中国よリカ`なり進ん

でおり、交流 と言ってヽ日本から教えてもちう一

方であるのが現状であります。日中文化交流の一

環 として実施された留学生の派遣は真の科学技術

交流の第一歩 と言えます。私は〕【道された一員 ι

して東京大学f5年 間光通信の基本デバイスであ

る半導体レーザについて勉強 し 研 究 してきまし

た。青春の貴重な5年 間を大切にして色々と勉強

して自分のできることを精一杯やつてきました。

東京大学大学院生  経 J 海 i峰

その努力により、完全な索人からこの分野のfrぃぅ

titrに立つようになってきました。今 lalを張って

当初の目的を避成できたと青えます。"i、これは

the end ば One phase of a long ,Ourney だけ

であり、 これから回へ帰つて日本で学んだ■ll識と

技Trを生かして中国の基盤工業を立ちにげること

は我々の本命であります。また、日中科学技術交

流の実が結ばれるように 中 国で日本と同じレベ

ルのものを作 り_'げ そ の上で自分のオツノナル

なit事をして日本及び世界Ⅲ他の国との本格的な

科学技術変iれができることは私の願いであります。

これを実現するには、先がまだまだ遠いようで

すが 中 国の発展及び真の日中科学技術の交流を

目指 して、預張つて行きたいと思います。

今回の受賞は5年間の留学生活と共に一生涯忘

れられない思いとになると信 じております。この

機会を利用致しまして日頃の研究に終始適切など
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指導を下さつて思師の神谷武志教授に御礼を申し

上げたいと思います。また 留 学生活の最後にか

て励ましてくださつた野上夫人並びに桁口隆吉会

長を始めとするコ中科学技術交流協会の旨儀に深

く感謝致 します。

〔本会援助訪日科学者報告〕

紫金山天文台研究員 厳 俊 君 の 来 日 に つ い て

1989年 2月 4日 に厳俊者が日中科学技術炎流

lJ会の招さt‐米日した。舷俊君は中章人民共和国

市京市にある紫金山天文台のpr究員で、大文学の

中でも新 しい星の形成に伴 う気体動力学的薪現象、

原賄iに 付陀するユ雪状物質の分光学的研究にた

ずさわっている中国の者い世代の研究者の一人で

ある。

中国の科ヤの商分lIに共,こなことと思うが 天

文字においてもⅢ匠の研究者は名のlFったシエア

と、若い世代 との二亡の分布をしている。米金 L

天文台にも名の通った研究者も多く、 その中に水

京大学で私"r"しを並べた木ll博、す」形品両い士(ご

夫妻)力す居られる。厳俊君はお二人のお弟子さん

にあたる人で な かなかの成果をあげている者手

であり こ のような人がrL々と出て米つつあるこ

とは中国の天文学,F究の将来にとつて頓もしいこ

とである。

推佐君は 2月 1日 に米日し、米日中であつた木

村博、aJ杉品両博■に伴われて東京大学の私ども

の研究室に来られた。無口な‐ヨニヨした者者で

あったが熟心に 彼 が見明大文台で行なつた

HerЫg―Ha「o天 体に関する観H」と そ れに基づ

いた理論的研究結果について説明してくれた。こ

れは私の研究室f行 なっている研究の一部とも関

連しており、質問、Bll言などすることが出来たが

なかなか面白い見地を含んでいると思つた。

この後 昆 明で続コ|したいくつかの天体につい

東京大学理学部  内 田 畳

て、国際共同規叔」ブ'グ ラムの一環 として木村p、

翌」形品両博士の助手 として電渡続測を行なうため

団立大文台の野辺山親測所へ向かった。

町辺 むでは 2月 5日 から20日 まで 45m宇 甘

電波般 鏡を用いて NR0 14 NR0 91、 NRO―

151等の天t4について 12 CO、 13CO CS等 の

スペクトルlFで触測を行ない 得 られたデータの

処FnLをi晰速計算機で行なった。町辺H脱 抑所は し

界一lTの内に数えられる電波天文肌報J所であるの

で、阻‖Hは腋俊474にとって良い経職 となったので

はないか と考える。

3r辺山の後、2月 25日 から 3月 11‖ まで廠俊

君は私 も関係 している束京大学天文学教育研究セ

ンターの本付観lR所に滞在 して IH3所の新班向像

データtL理装置で、昆「/1ttHl所f得 た光学口傑の

予r算機処理を行なつた。また木官組抑所の 105

cmシ ェミット望述鋭やl l F7s装置挙についてもい

ろいろlPA作して概対1ヽ実地に行ない、所員 との交

流 も深めた。

若い人はどこの国の人もすぐに周囲に回‖染んて

適応も早 く、また、知識の吸収 も単い。私自身が

25年程前にはじめてアメリカに行き 当 時圧41」的

なとがあつたアメツカで 別 にメゲもせずに適応

しょうとして張り切つていたのと手重写しにな)、

こういう外国の者い人達う4Hびるのに今度は我々

も手を貸せlLぽと あ らためて思つた。
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〔本会派遣訪中科学者報告〕

植物生理訪中記

生まれ故郷に帰ってきた私を、 5月 の北京は家

やかに迎えてくれた。中国科学院国際合作局の振

松林民と=で ホテノレに向かう途中 そ の窓からみ

た緑滴る行酪樹、近代的なアパー ト群、そして行

営変う人々の様子は こ の国がゆっく)と、 しか

し者実に発展していることを私に感じさriてくれ

た。

私は今回 中 国科学院のlR待により 平 成元年

5月 16日から26日 まで,t京、 ■ れ、杭州を訪H

する機会を得た。lt京ではます最初に|は物lT究所

を訪卜1した。 こ 世之荻城、 E廷 云救技らの出Ⅲ迎

えを受け、 しばらく光合成の話に花ガ咲いた後、

Ⅲヽ
′arietal difFerence of phOtoSynthests alad

g r a i n  y i e l d  i n  r i c eいという題でセミナーを行な

った。

この研究所は植物 分 類学 生 態学 ,生理学

形態学 光 合成 窒 索固定 古 植物学 杜 物科学

の 9研 究部門と、 3千 柾の植物を持つ付属植物園、

120万 種の値物標本が集められている植物標本AF

からなつており、中国における植生図を完成させ

るといった極めて基礎的な研究から 新 解野菜

果実の貯蔵に関するltT究、あるいは摘培養や半数

体青種などの農学的 応 用的研究まで幅広 く 活

発に行なつている研究所であつた。

その年後は感光学研究所を訪岡した。J4迎えて

下さつた寿前金教授は日本でいえば参議院議員、

学よ暁会員にあたる方で 大 変労に しい身である

ことに加え 60才 をすでに大分赳 えられたと思わ

れるお年にも' か`わらず、学lH5への情熱をはんの

少 しも失つておられない姿にいの底から感動を党

えた。蕉先生は中国各地から集められた各種紅藻

類の光受容雪白、特に R―Pllycoerytl linの光化

東 京 大 学 農 学 部
 石 井 龍

一

学的特性の研究をされていた。

翌18日 は北京農業大学を訪れ、昨年、学術振興

会の招聘f東 京大学に滞在されたこ樹安先生と再

全 した。この日は北京における民主化デモが空前

の盤 り上がりを見せていた時であつた,す、30人以

上の学生、大学F先生 教 官が付っていてくださり

Uf日の値物河F究所と同じ題でtミ ナーを行なつた。

大学のダストハウスで盗食を作lj」/tになつた後、

科学院傘下の生態環境研究tン ターを訪問した。

この研究所では、中国国内外とすじ球的規模での環

境問題に、各種境舛領域の,F究者がWvじヽに取 り組

んでいるということであつた。

19日は科学院の役pF古 で すし1コ肌7Lを楽しま

せていただき、20日 には't京を聞とれ、飛イittfi

llに移llした。空港fは 上れ把物生lE冊卜究所の北

九側所長と通訳の馬意味さんが出迎えていてくれ

た。7年ぶ りにお会いする沈先生は61歳 になられ

たということであつた。1日変わらす岩々しくスや

―卜な神Ⅲ士であつた。

この上海槙物生理研究所は植物生P4学部P,、分

子遺伝学部「]、欲生物学部Plの 3部 Fう、合計24n

究全からなっている。このうち植物生理学部門に

は16の研究奎があ, 最 大の部門であつた。私の

興味に合わせて、その中の 7研究三を訪阿させて

いただいたが、将来の営業及び宇宮生命科学

(Agriculture in fttture and space life scト

御ce)研 究室がすでに発え しているのには酵い

た。

この上海植物生理FT究所の訪門によって 今 回

の中国科学院招行による研究所訪間は全て終わつ

たが、私は杭州にある中日本稲研究所に寄って

中国における水稲研究の現状を目のあた 'に した
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かったので 私 費旅行 として杭"‖に2泊 すること

にした。幸い、多 くの水稲研究者 と情報変換する

ことができ 極 めて有意義な3日間 とすることが

t‐きた。

各研究所で見たこと聞いたことをあれこれと思

い出しながら、また同時に、中国の歴え?中 で も

画期的な事件 として、世界の人々の脳裏に焼営付

いたであろう天安F,を中心 とする情勢が 今 後ど

う展開するのだろうかを考えながち 東 京への喘

途についたのは 5月 26Hで あつた。

最後に、今回、私1こ訪中の機会を与えて下さつ

た中国科学院、日中科学技術交iれ協会の関係各位、

また、親切にご案内いただいたな研究所の方々、

通訳の労をとると共に快通な旅行●「できるように

お世話いただいた各研究所外事処の皆様に心から

のIE沸の意を表する次第である。

植物生理lT究所のメンバーと夕食の庫ft

左よう工世之教授、Eを 云教授、筆者

破云玲教授 口1和暮信J教慎、張松林民

〔本会派遣訪中科学者報告〕

環境 ・ソモー トセンシング訪中記

千葉大学映像隔抑研究センター 土 屋

この度R中科学技IFr交流協会の後援、中ほ科学

院の招付によう訪Ⅲの機会を得、11月 1～12日、

ヨヒ京村及び四川省成者F市を訪れることが出来た。

この間中国科学院の (ll生態環境研究中心、

(の空間技術中心通啓 〈ツモー トセンシング)地上

局 (3漉 慰応用研究所(以上」し京市)、 (4)成都

山地災官環境研究所のほかに成都科戒大学、北京

師範大学、四川省環境保護監想1爪 国家気象局衛

星気象中心等を訪問する機会に意まれた。

これらのうち半分以上は石川破確教授 と同行し

た。車F5が遭うので話した内容、Fp象等は実なる

が与えられたページ数の関係f 筆 者1キ中国科学

院関係の空間技術中'い 遂 感応用研究刃代 蔵都山

地災害環境研究所、国家気象局衛星気象中心及び

北京師範大学地理系訪間につt て`述べ、他は石"

教授にお願いする。

。中国科学喘空田技術中′しヽ通感地上局 (北京市)

友讃賓館のすぐ傍 らになう、最近は国際会議のあ

る時の視光 (見学)ヨ ーネになっている。アメツ

カのLandsat、フランスの申Ot竹星データの受信

処理9j3可能であるが、主にアメリカのLandsatデ

ータの受信をしている●地上局の設立に当たつて

は、1983年 に私が技rr指導に来たことがあったの

で、その後の発展には特に関心があつた。こ新民

所長をはじめ大部分の持部はTINの指導を受けたこ

上のある人々でく私の日本の地上局設立Ⅲにおけ

る技術の寓任者としての失敗 後 に談が非常に役

立っ|たとのことであつた。現在t‐は、デこ夕利用

面での設備は、]本の地球観測モンタ‐のものよ

りもずつとグL/―ドアツプされていて、さらに問
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もなくスータや一ヨンピューターも導入されるとの

ことであった。

。中国科学院遂感応用研究所 (北京ヽ北部郊外)

ち姿勢制御系の故障で、‐30■余,し か活動できな

かつた。衛星気象中心は9階建ての大きなもので、

日本の気象侮昼モンターめ単 ぐ, ,ヽあった。
。成都山地災害環境研知方(成都市)

ノモー トセンシングの話をして欲 しいとの要請

で、輌昼 ノモー トセンシングデニタの処理法の詳

細に関する講演を行なった後に日所のノモートセ

ンシングの応用研究の見学をした。

lkするもので、日本の方が後進国のような,‖象を

受けた。

中国科学院成都山地災留与環境研究所ての雛演モ

右lll"'韓者、左側は通訳の前向朝国臨課長

。北京師範大学lt理系 (北京市)

当初は訪間の予定はなかつた,マ、北京に着いて

間 なヽく訪間要鷲があつたのでャ菊亥の■に訪阿

しフモートセンシングの近況、IGBP計 画を話し

た。              |

中国科学院進感研究所幹部職員とともに

中央●pF童慶鷲所長、右から2番目が筆者

。国家気象局雨登気案中心 衛 昼気象

日本の地球環境衛星計画の話をした後、

察研究所長方京ス氏から中国の打ち上げた

星 1号 (風伝-1、 FY-1)の 説明を聞き、

所の見学をした。FY-1号 は、可視 近赤

赤外成に感度を持つ 5チ ャンネル、

【mの 波射計を持つ衛昼て、1旗射計の開発、

打ち上げ等すべて独自の力て行なったもの

気

衛

究

熱

１

の

デ

星

象

研

ｒ

能

星

ヽ

。開辞:滞在期間が短かつたカネ研究成果の変換

自由討論が出来たことは相互に有意義であつた。

百間は一見に如" ず`、中 国、特卜四川省の自然環

境を見ることができたことは今後の研究計画を作

るとに芽常に役立つものである古訪問先では日本

との共同研究を要捕された。

最後t今 回の訪中にあたって揮々御高配を頂い

た日Ⅲ科学技術交流協会、Ⅲ国科学院の関係各位

にこの誌上を借 りて感謝の意を表わした■ヽ。千夕の質 )ヽF常に優れたものであつたo
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〔本会派遣訪中科学者報告〕

環境保護 シンポジラムに参力由して

千葉大学映像画測研究センター
  石 ナ|1 敏 雄

この度、日中科学技術交流協会のお世話で 初

めて中国を訪岡する機会を得、中国科学院生態環

境研究中心,1取う仕切っていたシンポジウム 1発

展途上国における環境保護と生態学」に出席 した。

出発前こちらlHlの誤解 もあつて少々ゴタゴタした

力f と にかくシンポジウムで話をしろということ

で、同行のと塵満教授は千葉県の環境村策につい

て、私は研究中の日'十風価易淑1定について話した。

このシンボジツムはJし京で11月 2日から 4日

まで3日間行なわれた小さな国際シンポジウムで

強々のほかに米国、インド、バングラデッシユ、

,、パール、マレ~シ ア等 (プrグ ラムに記されて
~t〔

ちがば席子さないらた人ヽいる)が 画たである。

大部分の冊が大気 本 質汚染や植生環境などで

あり、私の話の日射量のlFR題など余り興味がない

だろうと考えていた所、
“
聞易

"服
1定というのでPrH

小"'高かつたのか 冊 演後に配った別刷(日本語)

は翌日も欲しいという人が米たりして縮いたo

色々のIItの中で一番lp家に残つたのは中国科学

院西北水上保持研究所の呉鉱考氏が行った式上高

原の緑化の活動である。年々セ大な曇の上秒が侵

食され、黄河の流流の原因となる黄上高原の侵食

を様化によつて食い止めようとする努力のさまが

その友ライドにとみ出ていた。最後の一枚のスラ

ィドではかな,広 い面積の一つの谷が一面に総に

なつていて 参 加者から感敷の声も出たものであ

る。いつの日う`黄上高原が緑に霧われる日が来る

ものと期待したい。

シンポジウムのあと 成 細Ⅲこ飛んで、中国科学

院成都山地災官 1環境研究所、成都科学技術大学

四川省環境保護科研章測所などを訪‐問した。は地

災富 環 境研究所ではわれわれの仕事fも あるツ

モートセンシング関係の技御がかなう進んでいて、

特にその方の専門家である土屋教授は英味'1あつ

たようである。ユ屋教授はこの後北京で訪倒する

予定の通FLy応用研究所でのリモー トセンシング技

術の様子はよく知っておられた力r、中国の)は方で

の利用については全く情報がなかつたので、わ4L

われもわざわざ成都までやつて来た甲斐力iあつた

と言うものである。百剛は一見にしかすで、粉子

江市域の立派なランドサツト図を見せられⅢば、

中国の人達も随分ノモートセンシング技術を活用

しているなと感じたものである。

成都科学技術大学の講槙fは 北京のシンポジウ

ムで行った日射計測の1:かに、今夏環境庁が発表

したわ●S国での酸性雨調査の話をした。岡き子が

環境関係の研究者、学生が主だったため、酸性雨

シンポジウムのあつた国際変流センター前
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の方に質問が集中するかと思っていたが、日射の

方も結構関心があって、 日本から持参した別刷の

値力な残部が無くなってしまった。

吠えるという意味である。四川省は確かに富の多

い所らしいもわれわれの滞在口日のうち太陽が出

たのは一日だけてそれもかなリラッキーという話

である。そんな地jHIでは日射量の価易測定`役に

立つのではないかと感じた。

北京へ戻 り、イL京師範大学 c‐の話 も日射測定が

主な話題 となった。こヽには予め二つほど題日を

送っておいたのだが こ れが一番興味があると言

うことだった。成都でも北京でもどうやったら材

洋|フィルムが入手できる力 と田"れ たが、 まだ実

験窒段階で手JAfや つているものなので 返 答に

困つてしまった。早 く量産 して利用して貰う手立

てを考えるべきかと考えている所である。

今回 1あ全のお世話f初 めてFl■Ⅲ"1実現 し、い

在中は中国科学院の市研究所の人達に大変お‖i話

になった。紙而をお竹 うして、更めて御礼を述べ

させて頂き、今後の中、 口 両国の親音のお役に立

てば幸いであると考えている。謝々。

成都科キ技術大学fの 離演

余談になるがⅢ学IFf代に決文の時間に習ったⅢ

国の諺に 「別大Fに吠ゆJと いうのがあるそうだ。

F」(四川省の古名)の 国は豊 りや問の日が多いの

で、大賜がtllると珍 tが って大"1太陽に向かって

中国科学 院国際合作局 前副局長

樫 泰 山先生 ご逝去
1口 科学院国際合作局前品U局長 糧 泰H先 生hf

1989年121122日、肝臓ガンのため北京で逝去さ

れた。■年62才。

と泰J先 生は 日 中国変正常化以前には中国人

民対外文化協会 (現 中ヽ国人民対外友好lrl全)で

日中間の文化交流事業に従事され、 日中国交正常

化後問もなくⅢ回科学院外事局 (現国際合作局)

へ移り、アジア ア フツカ処処長 ヽ」局ミを麻任

した。この間、日中前日間の科学技術における友

好交流 合 作の発展に尽力され 日 本の各界にも

友人が多かつた。

本あ会は、中国科学院に対する日本側窓日の重

要な組織として 創 立以来同院との密接な交流を

保ち、相互訪問国の派遣 受入れやシンポジウム

開lLなどに防 しては世来 Ⅲ先生に出にいろいろと

お世話いただいて来た。

1987年 9月 には、 中 FI科学院 と本17会のi14t

で 「結品成長 と評1町」にlJAする日中シンポジウム

を開催 し 社 秦山先生にも訪H団 の秘書長 として

来日していただいた。樫先生は定年も間近という

お話だったので 未 日を機に本ll」会で 「笙本山先

生を回む全Jを 開催 し、 日 中科学技術交流の貴重

な体験談を伺い 壇 先生にお世話になつた方々が

なごやかに集う一 日となつた。

と先生ご逝去の報に接 し、本協会では 12月 26

日に、橋日隆吉会長 有 山兼孝前会長名で中国科

学院及び常沙即夫人 (中央工芸美Tr学院院長)へ

弔電と生花を送 )会 員一同の主悼の意を表した。
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第22回理事会議事録

日 時 11989年 3月 15日 (水)1■ 00～1600

場 所 :一 ツ橋学士会館 303'室

出席者 i会長 橋 口隆吉

理事 弥 永昌吉 小 川智哉 窪 口雅男

代見康治

以上のほか委任状提出出席 22名

1 中 国科学院招待訪Ⅲ科学者派遣について

2 酸 化物高温超電尊材料に関する日中シンポジ

ウムの準備状況

3 野 上政吉郎記念交流基金中国人留学生研究紫

lll貨贈ユ者の参加に伴う同基金の経理の考え

方について

4 本 年度合計の予備的校前

5 そ のイじ

日 時 :1989年 9月 14日 (木) 1ユ 30～lα00

場 所 :一 ツ精学士会館 303号 室

出席者 【会長 橋 日隆吉

理事 伊 藤 学  弥 永昌吉 鈴 木 伸

土厚喜―

以上のほか委仁状出席者 23名

1 本 協会第 3回 公式訪中国及び中国科学院招待

訪中科学者派遣について

2 医 療工学日中シンボジツム準備中間報告

3 本 年度中国人留学生研究奨励命募集について

4 最 近の中国情勢について

5 そ の他

第24回理事会議事録

融化物高温超駈導に関する

日中シンポジウム開拙 !… …… 1

町上基金第 2回 中国人宙キ生研究米励金

受賞者のことば

研究奨励金を受賞した慰想 ……………… …3

研究奨lljl賞を受賞して … … ……………… 4

1T究奨励賞を受貨 して ……………… … … 4

研究奨励賞受賞にあたって … …………… 5

受貰雑感 …   … …… ………… … …… 6

b71究奨励賞を受賞して … ……………… …6

研究堤励賞を受賞 して … … … … ………7

紫金山大文台研究員 旗 俊■の来日について

内田 豊  … …… 8

植物生理訪中記     石 井格一 … …… 9

環境 ツ モー トセンシング訪中記

士屋 清  … ……10

環境保控シンポジウムに参加 して

胚璽亘襲重轟:国
(本) 1〕 30～160 0

3 0 6号室

5J永畠吉 1中原 用

小谷正雄 坂 |1知平

平井 教  藤 田良雄

日 ‖キ 198946月 21日

場 所  一 ツrFt学士会館

出席者 会 長 橋 日隆吉

理事 有 馬朗人

雀口Il男

鈴木次郎

宮島龍興

以上のほか委任状提出出席21名

本年度総合に提出する議案について

本年度総合における役員改避について

欠席役員の補充

中国人留学生研究装励金の新規設定について

酸化物市遠超電専日中シンボジウムの報告

本協会第3回 公式訪l・5回派遣について

今後の日中シンポジツム開催について

最近の中国情勢について

その他

中国科学院国際合作局

と秦山前副局長がご逝去…… …… 13

第22回理事会議事録 …………………… … ………14

第23回理事会議事録 ………… ……… ……… 14

第24回理事会議事録 ………………………… …… 14
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